
令和７年度 学校評価表 

  府中市立国府小学校       

１ 学校教育目標 

 

 

  知 資質・能力の育成  

      基礎学力の定着向上  市一斉学力調査結果の活用（改善へ） 

ことば探究科を全言語活動の基礎に  積極的な作品応募 

  徳 自らを律し他者とのより良い協働 

      特別活動・道徳授業の改善充実  学習集団づくり 

      地域との協働活動   基本的な生活習慣の確立（挨拶 掃除） 

  体 心身両面のたくましさ 

      基本的生活習慣の確立（運動 生活時間） 体育的行事の充実 

新体力テスト結果の活用（改善へ） 強化種目の選択 

 

２ 経営理念 

 

   

 

＜めざす学校像＞           ＜めざす子ども像＞  

 家庭・地域から信頼される学校     自ら学ぶ子  

成果を上げる学校           心のあたたかい子  

                    元気な子 

＜めざす教師像＞           ＜めざす授業＞ 

 絶えず成長しようとする教職員      子供たちが学びの主体である 

児童を認め励ましほめる教職員      個に応じた深い学びのある授業  

 

３ 研究主題 

（１）学園研究主題 

小中９年間を見通した資質・能力の育成 

～ 主体的な学びの充実を通して ～ 

（２）本校研究主題 

自ら学びに向かう児童の育成 

～ 見通しと振り返りによる学びの自己調整を通して ～ 

 

４ 今年度の重点目標及び設定理由 

重点目標 設定理由 

基礎学力の 

定着向上 

・これまで One Up Time やラーニングサポート事業との連携、授業

改善等を通して児童の基礎学力の定着に取り組み、市の一斉学力

調査等において数値が向上してきている。今年度も継続して基礎

学力の定着向上に努める。 

自ら学びに 

向かう力の 

育成 

・本校の児童は、授業及び単元の終了時などに自らの学びを振り返

ることで、活用できるフレームや学びに向かう姿勢を自己認識し

てきた。今年度は、振り返りに加え、単元の始めに見通し（学び

のゴール）を共有し、その達成に向け主体的に学びに向かう力の

育成に取り組む。 

自己肯定感 

の向上 

・自己肯定感の向上に向け、家庭や学校、地域、また多様な方面と

の協働を行い、その中で達成感や自己肯定感が高まるような取組

みを仕組む。具体的には、地域の大人等との出会いを設定し、指

導を受けたり協働したりする中で自らの良さを認識させる。 

基礎体力の 

向上 

・起床・就寝時刻や外遊びの習慣化等の基本的生活習慣を整えるこ

とで、心身両面のたくましさを育成する。 

 

５ 評価基準 

 

目標値を達成した（９８％以上）        ＝４ 

目標値をほぼ達成した（８０～９７％）     ＝３ 

目標値を少し達成できなかった（６０～７９％） ＝２ 

目標値を達成できなかった（６０％未満）      ＝１ 

別紙１ 

地域とつながり、豊かな心と言葉で 自ら学ぶ児童の育成 

 

みんなが幸せになる学校 

 ‐ 行きたい 行かせたい つながりたい 勤めたい と思える学校に ‐ 

 

府南学園目標 

世界・地域に目を向け、未来に向けて力強く挑戦し続ける児童生徒の育成 


